
予算額（収益的支出と資本的支出の合計額）

上段
中段
下段

△５億６４百万円
 ４２８億０９百万円
４２２億４５百万円

 　９億８７百万円
 ４１３億５２百万円
４２３億３９百万円

 △３９億９６百万円
　１０４億８４百万円

６４億８８百万円

 　△３２億７０百万円
２８９億６５百万円

 ２５６億９５百万円

   △７億１４百万円 ＊資本的収支の差額については、内部留保資金等で補てんします。
　 ４８百万円 ＊単年度損益は消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額です。

  △６億６５百万円 ＊端数処理の関係で数値が一致しないことがあります。

令 和 ２ 年 度 ２ 月 補 正 予 算 額

現 計 予 算 額

最 終 予 算 額

令 和 ２ 年 度

令 和 ２ 年 度

設計精査等による改良費の減

水道用水供給事業資本的収入

水道用水供給事業資本的支出

単 年 度 損 益

水道事業会計
（水道用水供給事業）

△２２億８３百万円

７０３億１７百万円

６８０億３４百万円

大阪広域水道企業団　令和２年度２月補正予算案の概要

（  水  道  用  水  供  給  事  業  ）

〔 水 道 事 業 会 計 〕

今 回 補 正
令和２現計
令和２最終

事  業  名 事 業 費 主 な 補 正 理 由 等

収
益
的
収
支

給水収益の減
損害賠償請求に係る特別利益の増

水 道 用 水 供 給 事 業 収 益

損害賠償請求に係る引当金繰入額の増
入札差金による薬品費、委託料等の減
単価変動による動力費の減

水 道 用 水 供 給 事 業 費 用

建設企業債の減
国庫補助金等の減資

本
的
収
支

資料１－３

令和３年２月議員全員協議会
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予算額（収益的支出と資本的支出の合計額）

上段
中段
下段

△３１百万円
６５億５８百万円
６５億２６百万円

１億９０百万円
６４億４８百万円
６６億３７百万円

△８百万円
　１２億６３百万円
　１２億５５百万円

１百万円
３３億１８百万円
３３億１９百万円

△１億８８百万円 ＊資本的収支の差額については、内部留保資金等で補てんします。
　　　５３百万円 ＊単年度損益は消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額です。
△１億３５百万円 ＊端数処理の関係で数値が一致しないことがあります。

市町村域水道事業予算内訳

上段
中段
下段

令 和 ２ 年 度 ２ 月 補 正 予 算 額

令 和 ２ 年 度 現 計 予 算 額
水道事業会計

（市町村域水道事業）
【９事業連結】

令和２現計
令和２最終

水 道 事 業 収 益

固定資産除却費の増（泉南、四條畷、阪南、太子、千早赤阪）
貸倒引当金繰入の増（忠岡、田尻、千早赤阪）水 道 事 業 費 用

単 年 度 損 益

今 回 補 正

資
本
的
収
支

水 道 事 業 資 本 的 収 入

水 道 事 業 資 本 的 支 出

収
益
的
収
支

給水収益の減（泉南）
基金受入収益の増（泉南、四條畷、阪南、忠岡、田尻、岬、太子）
長期前受金取崩収益の増（泉南、四條畷、阪南、豊能、太子、千早赤
阪）

一般会計繰入金の減（千早赤阪）

国庫返納金の増（太子）

事  業  名 事 業 費 主 な 補 正 理 由 等

　１億９０百万円

９７億６６百万円

９９億５６百万円

令和２現計
令和２最終

令 和 ２ 年 度 最 終 予 算 額

事  業  名 
市町村域水道事業
【９事業連結】

泉南水道事業 四條畷水道事業 阪南水道事業 豊能水道事業

　（  市  町  村  域  水  道  事  業  ）

今 回 補 正

２百万円 △２８百万円
６５億５８百万円 １６億５８百万円 １２億８３百万円 １２億９７百万円 　７億１９百万円収

益
的
収
支

水道事業収益
△３１百万円 △３１百万円 １２百万円

６５億２６百万円 １６億２７百万円 １２億９４百万円 １２億９９百万円 　６億９１百万円

水道事業費用
１億９０百万円 １億２８百万円 ６百万円 １５百万円 △１２百万円

６４億４８百万円

水道事業
資本的支出

１百万円 ― ― ― ―
３３億１８百万円

１５億９２百万円 １２億７１百万円 １２億８９百万円 　７億３６百万円
６６億３７百万円 １７億２０百万円 １２億７６百万円 １３億０４百万円 　７億２４百万円

―
　１２億６３百万円　　　１億０５百万円 　４億９５百万円 　　　８１百万円 　３億１２百万円
　１２億５５百万円　　　１億０５百万円 　４億９５百万円 　　　８３百万円 　３億１２百万円

　５億８４百万円 　８億９４百万円 　３億６８百万円 　６億１９百万円
３３億１９百万円 　５億８４百万円

　　　４百万円 　　△３百万円 　　　△４８百万円

　８億９４百万円 　３億６８百万円 　６億１９百万円

単 年 度 損 益
△１億８８百万円　　　△１億５２百万円 　　　４百万円 　　△３百万円　　　　△２６百万円
　　　５３百万円 　　　６３百万円 　　　０百万円 　　　　０百万円　　　　△２１百万円
△１億３５百万円 △８９百万円

資
本
的
収
支

水道事業
資本的収入

△８百万円 ― ― ２百万円
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上段
中段
下段

＊資本的収支の差額については、内部留保資金等で補てんします。
＊単年度損益は消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額です。
＊端数処理の関係で数値が一致しないことがあります。

千早赤阪水道事業

収
益
的
収
支

水道事業収益
　１百万円 ２百万円 １百万円 １百万円 １０百万円

　３億６０百万円 　２億６８百万円 　４億８８百万円 　２億７６百万円 　２億０７百万円
　３億６１百万円 　２億７０百万円 　４億８８百万円

事  業  名 忠岡水道事業 田尻水道事業 岬水道事業 太子水道事業

　２億７８百万円 　２億１７百万円

水道事業費用
　１１百万円 ３百万円 １９百万円 　７百万円 １３百万円

　３億５８百万円 　２億６５百万円 　４億５９百万円 　２億７２百万円 　２億０５百万円
　３億６９百万円 　２億６８百万円 　４億７７百万円 　２億７９百万円 　２億１８百万円

　　　５３百万円　　　　４５百万円 　　　　６９百万円 　　　４０百万円 　６４百万円
　　　５３百万円　　　　４５百万円 　５４百万円

水道事業
資本的支出

― ― ― １百万円 ―
　　　１億１５百万円　　　１億０７百万円 　２億５７百万円

今 回 補 正
令和２現計
令和２最終

　２億５７百万円 　２億５０百万円 　１億２４百万円

単 年 度 損 益
　　　　△４百万円　　　　　△１百万円 　　△４百万円 　　△５百万円 ３百万円

　　　　０百万円 　　　　０百万円 　　　１３百万円 　　　　△１百万円 　　　　０百万円

資
本
的
収
支

水道事業
資本的収入

― ― ― ― △１０百万円

　　　△４百万円　　　　△１百万円

　　　　６９百万円 　　　４０百万円

　２億４９百万円 　１億２４百万円
　　　１億１５百万円　　　１億０７百万円

　　　９百万円 　　△７百万円 　　　　４百万円
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予算額（収益的支出と資本的支出の合計額）

上段
中段
下段

     　△４億４９百万円
 　８７億１７百万円
 　８２億６９百万円

　
   △１億８６百万円
   ７１億０２百万円

 ６９億１５百万円

 　    △６億５９百万円
 　５３億５２百万円

 ４６億９４百万円

   △８億４８百万円
 　１０１億９２百万円

   ９３億４４百万円

 　　２億３９百万円 ＊資本的収支の差額については、内部留保資金等で補てんします。
  　　８億０４百万円 ＊単年度損益は消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額です。

１０億４３百万円 ＊端数処理の関係で数値が一致しないことがあります。

資
本
的
収
支

工業用水道事業資本的収入

工業用水道事業資本的支出

給水収益の減
廃止負担金の増

建設企業債の減
国庫補助金等の増
工事負担金の増

設計精査等による増補改良費の減

単 年 度 損 益

収
益
的
収
支

工 業 用 水 道 事 業 収 益

令和２現計

〔 工 業 用 水 道 事 業 会 計 〕

令和２最終

単価変動による動力費の減
請負差金による委託料の減

工 業 用 水 道 事 業 費 用

事  業  名 事 業 費 主 な 補 正 理 由 等

今 回 補 正

工業用水道事業会計

△１０億３３百万円

１７２億９４百万円

１６２億６０百万円

令 和 ２ 年 度 ２ 月 補 正 予 算 額

令 和 ２ 年 度 現 計 予 算 額

令 和 ２ 年 度 最 終 予 算 額
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     予算額（収益的支出と資本的支出の合計額）

前年度当初比　　　△５９億９７百万円

（主な増減要因）収益的支出  ・営業費用 　　　　△５億９６百万円（薬品費及び動力費の減等）　

 　               　        ・企業債利息  　 　△２億１５百万円（企業債償還による減）　

　　　　　　　　資本的支出　・改良費　　   　△３８億０６百万円

      　                    ・企業債償還金 　△１９億２９百万円

上段 令和３当初

中段 令和２当初

下段 令和２最終

 ４２６億２６百万円 営業収益（給水収益等） 百万円

 ４２８億０９百万円  ・有収水量 503百万㎥（前年度比 △3百万㎥）

 ４２２億４５百万円 営業外収益（長期前受金戻入等） 百万円

 ４１０億９３百万円

 ４１３億５２百万円

 ４２３億３９百万円

 　６２億９８百万円

 １０４億８４百万円

 　６４億８８百万円

 ２３２億２８百万円

 ２８９億６５百万円

 ２５６億９５百万円

   　５億６２百万円 ＊資本的収支の差額については、内部留保資金等で補てんします。

   　　　４８百万円 ＊単年度損益は消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額です。

   △６億６５百万円 ＊端数処理の関係で数値が一致しないことがあります。

単 年 度 損 益

資
本
的
収
支

建設企業債
国庫補助金等

5,300
  782

百万円
百万円

水道用水供給事業資本的収入

建設改良費
企業債償還金

12,845
10,230

百万円
百万円

水道用水供給事業資本的支出

事  業  名 事 業 費 主　　な　　内　　容

収
益
的
収
支

水 道 用 水 供 給 事 業 収 益

2,553

営業費用（減価償却費、動力費、薬品費、修繕費等）
　　　　　　　　　　　　　　 　　37,861百万円
営業外費用（企業債利息等）　　　　3,032百万円

水 道 用 水 供 給 事 業 費 用

39,983

大阪広域水道企業団　令和３年度当初予算案の概要

令和３年度当初予算額 ６４３億２０百万円

令和２年度当初予算額 ７０３億１７百万円

水道事業会計
（水道用水供給事業）

令和２年度最終予算額 ６８０億３４百万円

 前年度比
９１．５％

（３年度当初／２年度当初）
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    　令 和 ３ 年 度 主 要 事 業 の 概 要　　　

上段 令和３当初
中段 令和２当初
下段 令和２最終

Ⅰ.　災害に強く、安全で良質な水を持続して供給できる施設を整備します　【持続】【安全】【強靭】

改良更新事業の推進 124億53百万円 １．取水・浄水施設の更新・耐震化等 16億03百万円

146億08百万円

114億09百万円 　水需要の減少を踏まえて施設のダウンサイジングを図りながら、

老朽化した施設を段階的に更新し、耐震性を確保する。また、新

たな水処理課題に対応するため後ろ過処理の導入を検討する。

・村野浄水場　階層系後ろ過施設設置基本設計委託

・村野浄水場　Ｗ系施設更新詳細設計委託

・三島浄水場ほか　将来計画検討委託

２．送水施設の更新・耐震化 40億20百万円

　現在供用中の管路のうち将来にわたり供用する管路について、

アセットマネジメントの考え方に基づき80年間で整備、更新する

ことを目指し、水需要に合わせたダウンサイジングを図りつつ、

経営戦略期間で約40kmの管路を整備、更新する。

・送水管布設工事

〔庭窪万博系統連絡管〕

〔阪南岬送水管〕

〔河南連絡管〕（管路ＤＢ）

・送水管更新工事

〔５拡南部幹線〕

・水管橋耐震補強工事

・ポンプ場浄水池耐震補強工事

〔小野原ポンプ場・藤井寺ポンプ場〕

３．設備の更新 51億82百万円

　老朽度の評価等を行い、長寿命化を図りつつ必要な更新を計画

的に行う。

・送水管理センターほか伝送システム更新工事（ＤＢＭ）

・村野浄水場　平面系高度浄水処理棟オゾン設備改良工事（ＢＭ)

・万博公園浄水施設　高圧電気設備改良工事

Ⅱ．構成団体と相互に連携しながら、災害などに迅速に対応します　【持続】【強靭】

１．災害対策        42百万円 　あらゆる災害に迅速かつ的確に対応できるよう、事業継続計画

       35百万円 （ＢＣＰ）や受援計画に基づく事前対策の実施や国・他府県・市町

       35百万円 村と連携した危機管理体制の強化などにより、災害対策を強化する。

・災害用備蓄水の製作（市町村共同製作分を含む）

・応急給水袋の購入

・遠隔事業体との相互応援協定に基づく訓練に係る費用

Ⅲ．安全で良質な水をお届けします　【安全】

１．安全で良質な水の供給     2億20百万円 　原水の水質に応じた浄水処理、精度の高い水質検査に基づいた適

    2億04百万円 切な水質管理を行うことにより、安全で良質な水の供給に努める。

    2億04百万円

・市町村水質共同検査

・河南水質管理ステーションの運営

〔 水 道 事 業 会 計 （ 水 道 用 水 供 給 事 業 ） 〕

事  業  名 事　業　費 主 な 事 業 内 容 の 説 明

-6-



上段 令和３当初
中段 令和２当初
下段 令和２最終

Ⅳ．さらなる経営改革に取り組み、持続可能な経営基盤を構築します　【持続】

１．事業運営の効率化     1億90百万円 　効率的な事業運営に努め、経営基盤を強化する。

    1億71百万円 　安定給水と健全経営を維持しつつ、適正な料金水準・制度を追求

    1億71百万円 する。

・送水管布設工事（再掲）

〔河南連絡管〕（管路ＤＢ）

・庭窪浄水場ほか　運転管理委託

・総務業務センター運営委託

・Ｗｅｂ会議システム構築・運用委託等

２．官民連携の推進     1億85百万円 　民間事業者が有するノウハウ等を活用することが効率的・安定的

    1億71百万円 な経営に資すると認められる事業分野については、積極的に民間活

    1億71百万円 力の活用を行う。

・送水管布設工事（再掲）

〔河南連絡管〕（管路ＤＢ）

・庭窪浄水場ほか　運転管理委託（再掲）

・総務業務センター運営委託（再掲）

Ⅴ．水道事業の全体最適化に向け、府域一水道をめざします　【持続】

１．広域化の推進        91百万円 　府域水道事業の運営基盤を強化するため、広域化を推進する。

       66百万円 　全体最適を見据えつつ、連携に取り組みやすく、かつ、効果が大

       73百万円 きいと考えられる分野から広域化を進める。

・最適配置案等の策定業務委託

・広域化の調査検討

・水道事業統合促進基金の活用

〔最適配置案等の策定業務委託〕（再掲）

〔水道料金徴収等業務及び料金システム調査検討業務委託等〕

Ⅵ．エンドユーザーの立場に立ち、お客さまサービスの向上に努めます　【持続】

１．水道に関するＰＲ      　10百万円 　多様なユーザーに水道水の安全性や水道事業について理解を深め

     　10百万円 ていただくため、ＰＲイベント等を実施する。

     　 4百万円

・市町村との共同ＰＲ（利き水会の開催）

・出かける浄水場の実施

Ⅶ．社会的責務を果たし、信頼される企業団をめざします　【持続】

１．環境保全     2億69百万円 　大規模事業者の社会的責務として、温室効果ガス総排出量の削減

    3億29百万円 や浄水発生土（水道残渣）等の廃棄物の減量・有効利用に取り組み、

    2億78百万円 「環境にやさしい水道事業体」をめざす。

・浄水発生土の有効活用の推進

２．国際貢献         4百万円 　国際技術協力の推進を通じて、国際貢献を行う。

        4百万円

        4百万円 ・タイ王国首都圏水道公社（ＭＷＡ）との技術交流の取組み

事  業  名 事　業　費 主 な 事 業 内 容 の 説 明
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令和３年度の主要事業（水道用水供給事業）

あんしん水道ライン

三島浄水場

庭窪浄水場

村野浄水場

松原ポンプ場

泉北浄水池

藤井寺ポンプ場

万博浄水施設

磯島取水場

◇中央監視制御設備更新

送水施設

◇あんしん水道ライン上の
水管橋耐震補強

村野浄水場

◇平面系高度浄水処理棟
オゾン設備更新

◇粒状活性炭吸着池改修

送水施設

◇系統連絡送水管整備
庭窪～万博 φ1,200 約6km

送水施設

◇河南連絡管整備
泉北ルート φ700 約 3km
河南ルート φ200～400 約 7km
柏原ルート φ350 約 3km

送水施設

◇阪南岬送水管整備
φ300 約5km

万博公園浄水施設

◇高圧電気設備改良

藤井寺ポンプ場

◇耐震補強
◇ポンプ設備改良

送水施設

◇ 5拡南部幹線更新 φ1,000 約1km

小野原ポンプ場

◇耐震補強

伝送システム

◇伝送システム更新

浄水施設

取水施設・加圧施設

広域浄水池

導水管、連絡管、送水管

令和３年度事業
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     予算額（収益的支出と資本的支出の合計額）

上段 令和３当初

中段 令和２当初

下段 令和２最終

藤井寺 1,311百万円 熊取 780百万円
泉南 1,424百万円 田尻 221百万円

１０７億０７百万円 四條畷 1,088百万円 岬 468百万円
１０７億１９百万円 大阪狭山 1,169百万円 太子 248百万円
１０６億７１百万円 阪南 1,136百万円 河南 318百万円

豊能 497百万円 千早赤阪 118百万円
忠岡 329百万円 [   ]内は有収水量

藤井寺 1,312百万円 熊取 928百万円
泉南 1,489百万円 田尻 258百万円

１０４億５３百万円 四條畷 1,179百万円 岬 439百万円
１０５億５０百万円 大阪狭山 1,161百万円 太子 278百万円
１０７億１４百万円 阪南 1,201百万円 河南 416百万円

豊能 709百万円 千早赤阪 206百万円
忠岡 325百万円

建設企業債 国庫補助金等 出資金
泉南 280百万円 藤井寺 27百万円 泉南 19百万円
四條畷 75百万円 泉南 128百万円 豊能 39百万円
大阪狭山84百万円 四條畷 28百万円 熊取 30百万円

２３億７９百万円 阪南 50百万円 大阪狭山 44百万円 千早赤阪 13百万円
２３億２６百万円 豊能 155百万円 阪南 20百万円
２３億１８百万円 忠岡 41百万円 豊能 44百万円

熊取 335百万円 忠岡 18百万円
田尻 65百万円 熊取 52百万円
岬 154百万円 田尻 44百万円
千早赤阪15百万円 岬 36百万円 河南 1百万円

太子 24百万円 千早赤阪 9百万円

藤井寺 666百万円 熊取 542百万円
泉南 663百万円 田尻 161百万円

４９億８２百万円 四條畷 196百万円 岬 198百万円
５６億７２百万円 大阪狭山 295百万円 太子 163百万円
５６億６１百万円 阪南 167百万円 河南 50百万円

豊能 256百万円 千早赤阪 51百万円
忠岡 91百万円

　１億３２百万円 ＊資本的収支の差額については、内部留保資金等で補てんします。

　　　５７百万円 ＊単年度損益は消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額です。

△１億２６百万円 ＊端数処理の関係で数値が一致しないことがあります。

[555万㎥] [161万㎥]
[162万㎥]  [52万㎥]

単 年 度 損 益

[184万㎥]

水道事業費用
　営業費用
（減価償却費、動力費、
　薬品費、修繕費等）

資
本
的
収
支

水道事業
資本的収入

水道事業
資本的支出

建設改良費

収
益
的
収
支

水道事業収益
営業収益 [552万㎥] [176万㎥]

[603万㎥] [130万㎥]（給水収益等）

（令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）

（令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）

[441万㎥]
[659万㎥] [115万㎥]
[660万㎥]

事  業  名 事　業　費 主　な　内　容

大阪広域水道企業団　令和３年度当初予算案の概要

水道事業会計
（市町村域水道事業）

【１３事業連結】

令和３年度当初予算額 １５４億３５百万円

令和２年度当初予算額
（※）

１６２億２２百万円

令和２年度最終予算額
（※）

１６３億７６百万円

前年度比
９５．１％

（３年度当初／２年度当初）

（※）令和２年度当初予算額は、令和３年度に統合する団体を含めた参考情報として記載しています。
　　　最終予算額欄は、令和３年度に統合する団体については11月末時点において議決のあった補正後予算額を計上
　　しています。
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市町村域水道事業予算内訳

上段 令和３当初
中段 令和２当初
下段 令和２最終

上段 令和３当初
中段 令和２当初
下段 令和２最終

　　　　０百万円
　　　△３百万円 　　△４８百万円 　　　△４百万円 　　　△２百万円 　　　△１百万円

単 年 度 損 益
　　　　０百万円 　　△９４百万円 　　　　５百万円 　　　　１百万円 　　　　１百万円
　　　　０百万円 　　△２１百万円 　　　　０百万円 　　　　０百万円

水道事業
資本的支出

　３億１７百万円 　４億６６百万円 　１億０９百万円 　６億８０百万円 　１億６７百万円
　３億６８百万円 　６億１９百万円 　１億１５百万円

　１億０９百万円
　　　８１百万円 　３億１２百万円 　　　５３百万円 　３億４１百万円 　　　４５百万円資

本
的
収
支

水道事業
資本的収入

　　　８１百万円 　２億３８百万円 　　　６０百万円 　５億２７百万円

　　　８３百万円 　３億１２百万円 　　　５３百万円 　３億４１百万円

　５億０８百万円 　１億０７百万円
　３億６８百万円 　６億１９百万円 　１億１５百万円 　５億０８百万円 　１億０７百万円

　　　４５百万円

　２億６５百万円
１３億０４百万円 　７億２４百万円 　３億６９百万円 　９億４２百万円 　２億６８百万円

水道事業費用
１２億７４百万円 　７億５０百万円 　３億４２百万円 　９億４７百万円 　２億６０百万円
１２億８９百万円 　７億３６百万円 　３億５８百万円 　９億５６百万円

　２億７０百万円

　２億７４百万円
１２億９７百万円 　７億１９百万円 　３億６０百万円 　９億７６百万円 　２億６８百万円収

益
的
収
支

水道事業収益
１２億７６百万円 　６億６０百万円 　３億４５百万円 　９億７０百万円

１２億９９百万円 　６億９１百万円 　３億６１百万円 　９億５９百万円

（令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）
（令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）

事  業  名 阪南水道事業 豊能水道事業 忠岡水道事業 熊取水道事業 田尻水道事業

　　　２２百万円
△１億２６百万円 　　　１９百万円 　　△８９百万円 　　　　４百万円 　　　２２百万円

単 年 度 損 益
　１億３２百万円 　　　５２百万円 　　　６５百万円 　　　　８百万円 　　　５６百万円
　　　５７百万円 　　　　５百万円 　　　６３百万円 　　　　０百万円

水道事業
資本的支出

４９億８２百万円 　８億４１百万円 　８億９６百万円 　３億９３百万円 　４億０１百万円
５６億７２百万円 １４億３７百万円 　５億８４百万円

　１億７４百万円
２３億２６百万円 　５億２９百万円 　１億０５百万円 　４億９５百万円 　１億８９百万円資

本
的
収
支

水道事業
資本的収入

２３億７９百万円 　２億７４百万円 　５億４４百万円 　１億１０百万円

２３億１８百万円 　５億２９百万円 　１億０５百万円 　４億９５百万円

　８億９４百万円 　３億２２百万円
５６億６１百万円 １４億２５百万円 　５億８４百万円 　８億９４百万円 　３億２２百万円

　１億８９百万円

１２億５５百万円
１０７億１４百万円 １４億１７百万円 １７億２０百万円 １２億７６百万円 １２億５５百万円

水道事業費用
１０４億５３百万円 １４億０５百万円 １５億９２百万円 １２億５９百万円 １２億１７百万円
１０５億５０百万円 １４億４１百万円 １５億９２百万円 １２億７１百万円

１２億８６百万円

１２億８３百万円
１０７億１９百万円 １４億６８百万円 １６億５８百万円 １２億８３百万円 １２億８６百万円収

益
的
収
支

水道事業収益
１０７億０７百万円 １４億９１百万円 １６億７９百万円 １２億６８百万円

１０６億７１百万円 １４億６４百万円 １６億２７百万円 １２億９４百万円

（令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）
（令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）

事  業  名 
市町村域水道事業
【１３事業連結】

藤井寺水道事業 泉南水道事業 四條畷水道事業 大阪狭山水道事業
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上段 令和３当初
中段 令和２当初
下段 令和２最終

＊資本的収支の差額については、内部留保資金等で補てんします。
＊単年度損益は消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額です。
＊端数処理の関係で数値が一致しないことがあります。

　　　　９百万円 　　　△７百万円 　　△３０百万円 　　　　４百万円
単 年 度 損 益

　　　３５百万円 　　　△３百万円 　　　　０百万円 　　　　６百万円
　　　１３百万円 　　　△１百万円 　　△２４百万円 　　　　０百万円

水道事業
資本的支出

　３億６３百万円 　１億８６百万円 　　　７６百万円 　　　８７百万円
　２億５７百万円 　２億４９百万円 　　　８７百万円

　　　６９百万円 　　　４０百万円 　　　　５百万円 　　　６４百万円資
本
的
収
支

水道事業
資本的収入

　１億９２百万円 　　　２５百万円 　　　　６百万円 　　　４０百万円

　　　６９百万円 　　　４０百万円 　　　　５百万円 　　　５４百万円

　１億２４百万円
　２億５７百万円 　２億５０百万円 　　　８７百万円 　１億２４百万円

水道事業費用
　４億６２百万円 　２億９１百万円 　４億３２百万円 　２億２４百万円
　４億５９百万円 　２億７２百万円 　４億５０百万円

　４億８８百万円 　２億７６百万円 　４億３１百万円 　２億０７百万円収
益
的
収
支

水道事業収益
　５億１１百万円 　２億９２百万円 　４億３４百万円 　２億２２百万円

　４億８８百万円 　２億７８百万円 　４億３７百万円 　２億１７百万円

　２億０５百万円
　４億７７百万円 　２億７９百万円 　４億６３百万円 　２億１８百万円

（令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）
（令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）

事  業  名 岬水道事業 太子水道事業 河南水道事業 千早赤阪水道事業
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    　令 和 ３ 年 度 主 要 事 業 の 概 要

上段 令和３当初
中段 令和２当初 （令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）
下段 令和２最終 （令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）

　持続可能な事業運営市町村域水道事業

藤井寺水道事業 6億66百万円 （1）管路の更新・耐震化 1億09百万円
12億63百万円
12億51百万円 ・配水管布設替工事（大井四丁目ほか）【新】

（2）施設の更新 38百万円

・船橋浄水場更新工事（基本設計・詳細設計）【新】

泉南水道事業 6億63百万円 （1）施設の更新・設備の設置 4億20百万円
3億63百万円
3億63百万円 ・中央配水場更新工事

・中央配水場プラント電気設備等設置工事　【新】

（2）管路の更新・耐震化 1億53百万円

・配水管布設替工事（泉南イトーピア団地）【新】

四條畷水道事業 1億96百万円 （1）管路の更新・耐震化 85百万円
7億17百万円
7億17百万円 　　　老朽管路の更新を行う。・配水管布設替工事（中野二丁目ほか）【新】

（2）設備の更新 33百万円

・受電設備及び計装設備更新詳細設計委託　【新】
・田原中区配水池受水電動弁更新工事　【新】

大阪狭山水道事業 2億95百万円 （1）新分岐の設置 1億01百万円
2億15百万円
2億15百万円 ・受水管布設工事（大野台分岐）　【新】

（2）管路の更新・耐震化 76百万円

　　　老朽管路の更新を行う。・配水管布設替工事（東茱萸木地区）
・配水管布設替工事（大野台地区）

阪南水道事業 1億67百万円 （1）管路の更新・耐震化 62百万円
2億27百万円
2億27百万円 　　　老朽管路の更新を行う。・配水管布設替工事（箱作地区）【新】

・配水管布設替工事（西鳥取189号線、舞三丁目地区）

豊能水道事業 2億56百万円 （1）管路の更新・耐震化 1億71百万円
4億10百万円
4億10百万円 　　　老朽管路の更新を行う。・配水管布設替工事（東ときわ台）【新】

（2）設備の更新 44百万円

・木代加圧ポンプ場ほか計装施設更新及び新設工事

注）【新】は令和３年度新規事業

〔 水 道 事 業 会 計 （ 市 町 村 域 水 道 事 業 ） 〕

事  業  名 事　業　費 主 な 事 業 内 容 の 説 明

　水道事業統合に係る整備計画を基本とし、施設の重要
度・老朽化の状況を踏まえ効率的に施設を整備する。
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上段 令和３当初
中段 令和２当初 （令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）
下段 令和２最終 （令和３年度に統合する団体は参考情報を記載）

事  業  名 事　業　費 主 な 事 業 内 容 の 説 明

忠岡水道事業 91百万円 （1）管路の更新・耐震化 68百万円
96百万円
96百万円 　　　老朽管路の更新を行う。・配水管布設替工事（野田線）　【新】

・配水管布設替工事（中央線）

熊取水道事業 5億42百万円 （1）管路の更新・耐震化 4億93百万円
3億76百万円
3億76百万円 ・野田配水池送水管布設替工事　【新】

・配水管布設替工事（和田四丁目地区ほか）【新】

（2）施設の更新 26百万円

・希望が丘配水池及び事務所棟耐震化工事　【新】

田尻水道事業 1億61百万円 （1）施設の更新 1億05百万円
1億02百万円
1億02百万円 ・中央配水場更新工事負担金

（2）管路の更新・耐震化 53百万円

・配水管布設替工事（町道嘉祥寺樫井線）　【新】

岬水道事業 1億98百万円 （1）管路の更新・耐震化 1億21百万円
85百万円
85百万円 　　　老朽管路の更新を行う。・配水管布設替工事（小島地区）【新】

・配水管布設替工事（淡輪地区）【新】

太子水道事業 1億63百万円 （1）設備の更新 61百万円
2億27百万円
2億27百万円 ・いわき台配水池発電機ほか更新工事　【新】

（2）管路の更新・耐震化 48百万円

・送水管布設替工事（山田地区）【新】

河南水道事業 50百万円 （1）管路の更新・耐震化 16百万円
62百万円
62百万円 　　　老朽管路の更新を行う。・配水管布設替工事（町道大宝31号線）　【新】

千早赤阪水道事業 51百万円 （1）管路の更新・耐震化 38百万円
95百万円
95百万円 ・配水管布設替工事（吉年地区）　【新】

注）【新】は令和３年度新規事業
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　　　予算額（収益的支出と資本的支出の合計額）

前年度当初比　　△６億円

（主な増減要因）収益的支出　・動力費　　　　　　　  　　　△５４百万円（単価変動による減）

　　　　　　　　　　　　　　・資産減耗費　　　　　  　△１億６９百万円（廃止管撤去の減）

　　　　　　　　　　　　　　・減価償却費　　　　　　　　　△２９百万円

　　　　　　　　資本的支出　・増補改良費　　　　　　　△８億７５百万円

　　　　　　　　　　　　　　・企業債償還金　　　　　　　５億１７百万円

上段 令和３当初

中段 令和２当初
下段 令和２最終

　 ８８億２０百万円

　 ８７億１７百万円

　 ８２億６９百万円

　 ６８億５９百万円

　 ７１億０２百万円

　 ６９億１５百万円

 　４３億７９百万円

 　５３億５２百万円

 　４６億９４百万円

　 ９８億３４百万円

 １０１億９２百万円

   ９３億４４百万円

 　１３億３６百万円 ＊資本的収支の差額については、内部留保資金等で補てんします。

 　　８億０４百万円 ＊単年度損益は消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額です。

   １０億４３百万円 ＊端数処理の関係で数値が一致しないことがあります。

大阪広域水道企業団　令和３年度当初予算案の概要

令和３年度当初予算額 １６６億９３百万円

令和２年度当初予算額 １７２億９４百万円

令和２年度最終予算額 １６２億６０百万円

９６．５％
（３年度当初／２年度当初）

前年度比

工業用水道事業会計

工業用水道事業資本的支出

単 年 度 損 益

資
本
的
収
支

建設企業債　　　　　　　　　　　 　　4,220百万円工業用水道事業資本的収入

建設改良費　　　　　　　　            8,253百万円
企業債償還金                          1,581百万円

事  業  名 事 業 費 主　　な　　内　　容

収
益
的
収
支

工 業 用 水 道 事 業 収 益

営業収益（工業用水給水料金等）　　  　6,986百万円
・基本使用水量435,000㎥/日､使用水量243,100㎥/日､超過水量9,900㎥/日

・料金改定（令和３年１月実施）、基本使用水量減量（令和３年10月予定）

営業外収益（長期前受金戻入等）　 　 　  813百万円
特別利益（減量廃止負担金等）　　　 　 1,021百万円

工 業 用 水 道 事 業 費 用
営業費用（減価償却費、動力費、薬品費、修繕費等）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　  6,509百万円
営業外費用（企業債利息等）　　　　　 　279百万円
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    　令 和 ３ 年 度 主 要 事 業 の 概 要　　　

上段 令和３当初
中段 令和２当初
下段 令和２最終

Ⅰ.　災害に強く、安全で良質な水を持続して供給できる施設を整備します　【持続】【安全】【強靭】

改良更新事業の推進 １．取水・浄水施設の更新・耐震化

　水需要に合わせてダウンサイジングを図りながら段階的に

施設を更新し、浄水場を大庭浄水場に一元化し、効率的な浄

水処理を行う。

・大庭浄水場　調整池及び配水ポンプ棟更新工事

・大庭浄水場　濃縮槽築造工事

・大庭浄水場　非常用発電施設整備工事

２．配水管路の更新・耐震化

　基幹管路及び水需要に影響の大きい管路をアセットマネジ

メントの考え方に基づき80年間で整備、更新することを目指

し、水需要に合わせたダウンサイジングを図りつつ、経営戦

略期間で約20kmの管路を整備、更新する。

・配水管布設工事

〔大庭三島連絡管〕

〔茨木正雀連絡管〕

〔守口北守口東連絡管〕

・配水管布設替工事

〔高槻幹線〕

〔八尾本管分岐〕

・水管橋耐震補強工事

・バイパス配水管の整備

３．設備の更新

　老朽度の評価等を行い、長寿命化を図りつつ必要な更新を

計画的に行うとともに、水需要に見合う適切な規模へのダウ

ンサイジングを行う。

・大庭浄水場　配水ポンプ設備設置工事

・八尾ポンプ場　ポンプ設備改良工事

・八尾ポンプ場　ポンプ制御設備設置工事

Ⅳ．さらなる経営改革に取り組み、持続可能な経営基盤を構築します　【持続】

１．事業運営の効率化   　　 93百万円 ・庭窪浄水場ほか　運転管理委託

  　　 90百万円 ・総務業務センター運営委託

  　　 90百万円 ・Ｗｅｂ会議システム構築・運用委託等

２．官民連携の推進   　　 91百万円 ・庭窪浄水場ほか　運転管理委託（再掲）

  　　 90百万円 ・総務業務センター運営委託（再掲）

  　　 90百万円

45億51百万円

8億50百万円

〔 工 業 用 水 道 事 業 会 計 〕

事  業  名 事　業　費 主 な 事 業 内 容 の 説 明

91億28百万円

 82億80百万円

  82億53百万円 25億32百万円
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Ｐ

東除ポンプ場

Ｐ
Ｐ

Ｐ

令和３年度の主要事業（工業用水道事業）

配水管路の更新・耐震化（府内各所）

◇管路の更新・耐震化

・高槻幹線（摂津市）

・八尾本管分岐（八尾市）

取水施設・浄水施設

加圧施設

連絡管、配水管

令和３年度事業 

配水管路の更新・耐震化

◇連絡管・ループ管の整備

・茨木・正雀連絡管（摂津市ほか）

・守口北守口東連絡管（寝屋川市）

配水管路の更新・耐震化

◇バイパス配水管の整備

・臨海の丘～高石

配水管路の更新・耐震化

◇バイパス配水管の整備

・新家～大泉緑地

実施設計委託

大庭浄水場

三島浄水場

八尾ポンプ場

枚岡加圧ポンプ場

泉大津ポンプ場

東除ポンプ場

Ｐ

一津屋取水場

配水管路の更新・耐震化（府内各所）

◇水管橋の耐震化

・東大阪市 ２橋

・堺市 ４橋

・泉大津市 ２橋

【大庭浄水場】

取水・浄水施設の更新・耐震化

◇調整池及び配水ポンプ棟の整備

◇濃縮槽の整備

設備の更新

◇配水ポンプ設備の更新

◇非常用発電施設整備

設備の更新

◇配水ポンプ設備の更新

・八尾ポンプ場

配水管路の更新・耐震化

◇大庭～三島連絡管の整備

・配水管布設工事（摂津市・守口市）
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広域化の推進について 

（水道用水供給事業） 

 

 

１ 事業概要                                          

（１） 最適配置案等の策定業務委託（水道事業統合促進基金活用事業） 

（令和２年度 ０円、令和３年度 37,279 千円） 

水道事業統合促進基金を活用し検討協議を開始した団体（10 団体）と、施設の最適配置及び経営シミュレ 

ーション案を策定（債務負担行為の現年化）。  

 

（２） 新たに企業団との統合協議を行う団体との水道事業の統合に係る検討委託（統合素案の策定） 

（令和３年度 ０円、令和４年度 79,585 千円） 

   「水道事業統合に向けての検討、協議に関する覚書」を締結（令和４年１月予定）する団体との水道事業の 

統合（令和６年度）に向けて、必要となる統合素案を策定。 

 
 

２ スケジュール（予定）                                    

 

事業 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

(１)最適配置案等の策定業務委託 

    

 

(２)新たに企業団との統合協議を行う団体 
との水道事業の統合に係る検討委託 

     

＜参考＞ 
企業団と各団体との水道事業の統合に係 
る検討委託（事業認可申請書等の策定） 

     

 

 

３ 事業費                                          

予算（案） 

 事 業 費  令和３年度 37,279 千円 令和４年度 79,585 千円（債務負担行為限度額） 

 

統 

合 

統合案とりまとめ 

覚書締結 
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阪南岬送水管の整備について 

（水道用水供給事業） 
 

１ 事業概要                                       

 

阪南・岬地域は、単一管路になっている状況であることから、管路事故時等には減・断水の影響を直接受

けるため、耐震管路を新たに布設して管路を２重化することにより、安定した供給を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

本事業は、阪南市貝掛地内～岬町淡輪地内において、送水管（φ300）の布設を行うものです。事業区間

を２つの工区に分割しており、それぞれの概要は以下のとおりです。 

◇１工区 

 期間：令和元年度～令和３年度 

 施工延長：約 1.7ｋｍ 

◇２工区 

 期間：令和３年度～令和６年度 

 施工延長：約 3.4ｋｍ 

令和３年度に 1 工区が完成し、2 工区の工事を発注する予定です。 

 

２ 事業費及び事業期間                                  

 

事業費  令和３年度 当初予算（案）237,897 千円（債務負担行為限度額 770,066 千円） 

事業期間 令和元年度～令和６年度 

                                  （単位：千円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 合  計 

１工区 0 244,922 169,763 — — — 414,685 

２工区 — — 68,134 272,547 272,547 224,972 838,200 

合計 0 244,922 237,897 272,547 272,547 224,972 1,252,885 
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中央配水場の更新について 

（市町村域水道事業） 

 

１ 事業概要                                         

 

市町村域水道事業の施設整備は、水需要に合わせたダウンサ

イジングを考慮するとともに、施設の最適配置を行い、更新費

用及び維持管理費用の低減を図っています。 

 

中央配水場の更新・設備設置工事の概要 

泉南水道事業及び田尻水道事業では、施設の最適配置として、

田尻浄水場（配水池）を廃止し、泉南水道事業の中央配水場へ

の統廃合を行います。 

本事業は、中央配水場の老朽化更新にあわせて、共同配水池

として再整備を行うものであり、配水池などの構造物やポンプ

設備、受配電設備、監視制御設備などの施設整備を行います。

これにより、安定的かつ効率的な送配水を確保しつつ、施設の

更新・維持管理費用の低減を図ります。 

また、阪南ほか近隣水道センターの集中監視制御設備を中央

配水場に集約し、効率化を図ります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業費及び事業期間                                         

 

事業費  令和３年度 当初予算（案）420,400 千円（債務負担行為限度額 1,234,665 千円） 

事業期間 令和２年度～令和 8 年度 

                       （単位：千円） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和 7 年度 令和８年度 合  計 

土木・建築工事 0 420,400 840,900 398,300 221,300 177,000 155,100 2,213,000 

設備工事 — 0 342,635 415,835 433,195 43,000 — 1,234,665 

合計  420,400 1,183,535 814,135 654,495 220,000 155,100 3,447,665 

 

泉南・田尻 配水区域イメージ（現状） 泉南・田尻 配水区域イメージ（整備計画） 

整備計画 

市町村域水道事業 

太子 

千早赤阪 

河南 

四條畷 

阪南 
岬 

泉南 

田尻 

忠岡 

豊能 

熊取 

藤井寺 

大阪狭山 

中央配水場 

：令和３年４月１日 

から統合予定 

現 状 
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非常用発電施設整備維持事業について 

（工業用水道事業） 

 

１ 事業概要                                        

  

  本事業は、大庭浄水場の既設コージェネレーション設備に代わり、停電対策として非常用発電施設の建設及び

維持管理を行うものです。 

（１）非常用発電施設整備 

・発電機容量：4,000kVA （浄水処理・配水量：25.4 万 m3／日相当） 

・そ の 他：発電設備用建屋、燃料タンク及び付帯設備 

（２）維持管理業務（15 年間） 

・点検補修等の施設の維持管理を実施 

 

 
 

非常用発電施設の整備は民間事業者の持つ最新技術（ノウハウ）を十分に活用するとともに、工事費用、維持

管理費用のトータルコストを縮減するため、発注方式を設計・施工及び維持管理業務の一括発注（ＤＢＭ：デザ

イン・ビルド・メンテナンス方式）で行います。 

 

２ 事業費及び事業期間                                   

 

事業費  令和３年度 当初予算（案）0 千円（債務負担行為限度額 1,183,512 千円） 

事業期間 令和３年度～令和２１年度 

（単位：千円） 

整備工事 維持管理業務 

合  計 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

令和６年度から 

令和２1 年度まで 

0 50,380 1,008,700 33,000 91,432 1,183,512 

整備予定箇所 

発電機イメージ 


